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６  観光産業振興に向けた施策展開  

都は、観光実行プランの目標達成に向けて、以下に掲げる６つの戦略

に基づく施策を展開していく。 

各戦略においては、今後の方向性を示す基本的な考え方を明らかにし

た上で、現状と課題を整理し、平成 29 年度に実施すべき主な施策を示し

ている。また、中長期的な対応が必要な課題の解決に向けた取組の進め

方も明らかにしている。 

これらの施策を総合的に推進していくことで、「ＰＲＩＭＥ 観光都

市・東京」の実現を目指していく。 

 

  東京の観光産業振興に向けた６つの戦略 

１ 消費拡大に向けた観光経営 

２ 集客力が高く良質な観光資源の開発 

３ 観光プロモーションの新たな展開 

４ ＭＩＣＥ誘致の新たな展開 

５ 外国人旅行者の受入環境の向上 

６ 日本各地と連携した観光振興 
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（１） 消費拡大に向けた観光経営

都内の観光関連事業者の力を高め、将来の東京の産業をリードする

有力なビジネス分野として発展を遂げるよう、的確な観光産業の振興

を進めていく。また、外国人旅行者の集客の基盤となる経営のインフ

ラ等の充実を後押しするとともに、人材の育成など民間のニーズを踏

まえた中長期的な面からの取組も進めていく。

基本的な考え方

○ 海外から東京を訪れる旅行者によるインバウンド消費の力を捉え

ながら、事業の生産性を高めることのできる経営態勢の充実を進めて

いく。

経営力を高める取組

人材の育成

○ 観光産業の担い手となる人材について、マネジメントを的確に行う

力を伸ばす仕組みの構築や、サービスの現場での優れた対応の力を養

う取組の強化を進めていく。

経営インフラの充実

○ 外国人旅行者を受け入れる事業者の対応力の基礎となる多言語対

応の充実を進めるとともに、洋式の生活習慣等に合わせた受入環境

のレベルの向上を図る。

消費喚起を図る環境の充実

○ 外国人旅行者の消費意欲に影響を与える、決済方法や交通手段など

の利便性を高めて、消費拡大につながる環境の向上を進めていく。
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（経営力の向上） 

○ 観光に関連する産業の裾野は広く、様々な業種が含まれている中、旅

行者向けにサービスの提供や商品の販売を行う事業者が、外国人観光客

のニーズ等に適切に対応できるよう、マネジメントや効率的な業務運営

の力を高めることが重要となっている。 

○ 外国人旅行者の望むサービスや製品などを独力で正確に把握すること

が困難な事業者の下支えを図るとともに、海外からの観光客の受入れを

円滑に進めるための多言語対応の充実に加えて、ＩＣＴ技術の導入など

により生産性を高めることが課題となっている。 

○ 外国人旅行者の行動の特徴や多様な消費動向に関しての基礎的なデー

タに基づいて、サービス提供や製品の開発のあり方を検討する取組が必

要となっている。 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その理由（飲食店・宿泊業の場合）＞ 

 出典：「小企業のインバウンド対応」（日本政策金融公庫） 

 ＜外国語でのコミュニケーションに 
        関する不満足の理由＞ 

＜東京滞在中の外国語コミュニケーション 
        に関する満足度（場所別）＞ 

 出典：東京都調査 

 

＜外国人旅行者による売上増の意向は 
あるが実施できていない業種＞ 

現状と課題 
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（旅館のブランド化とその発信） 

○ 東京での宿泊場所の確保が困難との議論がある中、旅行者の受入れに

ついて余力を持っている旅館等の利用を高めていくことが重要な課題と

なっている。 

○ 旅館の持つポテンシャルを引き出すため、利用者の視点に立ったイメ

ージ向上や宿泊設備の更新等を進めるとともに、周辺の観光スポットや

地域社会との連携を図るなど、これまでにない取組が必要となっている。 

 

 

（観光産業を担う幅広い人材の育成） 

○ 外国人旅行者の急激な増加など、観光を取り巻く環境の変化に対応

する上で、事業展開を適切に方向づけることのできる人材を育成する

教育課程の充実を図るとともに、サービス提供のレベルを高めること

につながる人材の育成も必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新宿区内のシティホテルに 
おける自動チェックイン機＞ 

＜旅館における外国人旅行者 集客の取組＞ 

 出典：「旅館ブランドに関する調査研究」                  

（国土交通省 国土交通政策研究所 旅館ブランド研究会） 

＜外国人旅行者受入サービス向上に 
                向けたセミナー＞ 
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（決済時等における利便性の向上） 

○ 外国人旅行者の多くは、買い物などを現金払いで行っており、支払の

方法や免税の手続などの利便性を高めることが必要である。また、買い

物や観光地の周遊を荷物を持つ負担などがなく、外国語でガイドを受け

ながら行うことで、より一層の消費の喚起につなげていくことも重要な

テーマとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外国人旅行者が買物場所で利用 
       した決済方法（複数回答）＞ 

出典：「訪日外国人の消費動向（平成 27 年 10－12 月期 報告書）」（観光庁） 

（%） 
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（インバウンド対応力の向上） 

 インバウンド消費を安定的に継続して取り込むため、宿泊、飲食、小売

等の中小事業者が、マネジメントの力を高めることができるよう、専門

家の派遣を現場で受け、経営内容の改善を図る計画の策定を支援する。

また、作成した計画に基づいて実施するマーケティング活動や生産性向

上に資する最新のＩＣＴ機器の導入等に対する助成も実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インバウンド対応を進めるため、宿泊施設のほか、中小の飲食店や免税

店に対象を広げて、施設の案内表示やホームページの多言語対応の強化、

Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備やトイレの洋式化などに対する支援を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

＜案内表示、利用案内等の多言語化＞ ＜館内及び客室内トイレの洋式化＞ 

平成 29 年度の主な施策展開 
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 ビッグデータを活用し、外国人旅行者の都内での行動の特徴や消費の内

容に関する数多くの情報を総合的に分析することで、観光事業者による

事業展開の企画などに役立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  ビッグデータとは、様々なデータを収集・分析することで、人の動きや興味・

関心などの傾向を把握することのできる仕組みです。これを具体的に活用して

これからの観光振興に役立てることが重要になっています。 

○ 国が地方自治体の政策立案を支援するために開発した「地域経済分析システ

ム：RESAS（Regional Economy (and) Society Analyzing System）」で

は、携帯電話の位置情報を利用し、人の移動を「見える化」した「観光マップ」

が利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コラム 

＜ＲＥＳＡＳにおける観光マップの例＞ 

都内の流動人口に関するメッシュ分析（2016 年 6 月） 

は、主な観光スポット 

ビッグデータを活用した取組（地域経済分析システム(RESAS)）  
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（宿泊施設に対するサポートの強化） 

 和の文化とおもてなしを体験でき、観光の拠点としての力を持っている

旅館について、世界に向けて「ＲＹＯＫＡＮ」ブランドとして発信して、

その魅力を効果的に宣伝する。 

 旅館が地元の観光の拠点として、周辺エリアの飲食店や商店等と連携し

て、近隣の観光スポットを紹介するマップの作成や、体験型のイベント

の開催などについて、地域社会と協力して実施する取組を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中小規模の旅館等で外国人旅行者への対応のレベルを引き上げるため、

トイレの洋式化など設備面から受入態勢の充実を図るとともに、サービ

スの担い手となる人材のスキルアップなどを後押しする。 

（観光産業を担う人材の育成） 

 外国人旅行者の利便性や満足度の向上を図るため、会社や事業部門のマ

ネジメントの担い手の力を高めるための新たな講座を開設する。また、

宿泊、飲食、小売事業者等が、接客レベルを引き上げるため、会社や業

界で実施する研修などの人材育成の取組を支援する。 

 

 

 

 

 

 

＜旅館でのガイドブックや 

周辺マップ等の配布＞ 

＜日本文化を体験する 

イベントの実施＞ 
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 観光産業のマネジメントの充実につながる人材育成を図るため、大学教

育などの専門課程の整備に向けた取組について中長期的に検討を進め

ていく。 

 

 

 

 

 

 都が実施する求職者向けの公共職業訓練において、観光人材を育成する

「観光ビジネス科」、外国人旅行者への接客ができる販売店員を育成す

る「ショップマネジメント科」を新設する。 

（消費喚起に向けた取組） 

 海外からの旅行者が、現金だけでなく、自国のクレジットカード等を利

用して、免税店等において快適に支払いができるよう、免税対応のため

のシステムやクレジットカードの決済端末等の導入を支援する。 

 

 

 

 

 

 目的地を手際よく巡りながら手ぶらで買

い物も楽しめる「観光タクシー」の利用を

促進するため、構造改革特区の仕組みを活

用して、都の研修を受けたタクシードライ

バーが英語で外国人旅行者に観光案内を

行う取組を進める。 

＜免税システム＞ ＜クレジットカード決済端末＞ 

＜東京の観光タクシー＞ 

＜コーネル大学における実習＞ 
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（２）集客力が高く良質な観光資源の開発

旅行地としての東京の魅力を高めるため、これまでにない新しい

視点を持ち、地元ならではの観光資源を作り出すとともに、特に多

摩・島しょのエリアでは地域の特色である豊かな自然や農林水産業

を生かした観光振興を進めていく。

また、地域ごとの観光振興の担い手の対応力を伸ばして、都内の

各地での旅行者の誘致を活発にする。

く

基本的な考え方

○ 東京には既に有名となり集客力も高い観光資源が数多くあるが、こ

れからの旅行者の増加に応じて観光へのニーズの多様化に適切に対

応するため、新しい発想や考え方により観光スポットやツアーを作り

上げる取組を進めていく。

新しい視点に立つ取組

地域の特色を生かす対応

○ 地域ごとの多様で優れた特色に磨きをかけて観光資源として開発

し、旅行者の定着を図る取組を一定の期間をかけて着実に進めるこ

となどにより、地元経済の活性化に結び付けていく。

多摩と島しょへの来訪者の確保

○ 都内を訪れる旅行者が多摩や島しょの地域を訪れることが増える

よう、森林や海洋などの自然のほか、農林水産業を生かして外国人

などの興味や関心の高い観光資源を生み出していく。

地域の観光関連団体の対応力の向上

○ 都内の各地域の観光振興の力を伸ばすため、観光協会などの団体が

新しい知識やノウハウを持ち、事業の展開に必要な財源も確保でき

る仕組みを作り上げる。
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（東京で大きなポテンシャルを持つ観光資源の活用） 

○ 海外から東京を訪れる旅行者を増やすため、これまでにも増して外国

人の興味と関心を惹きつける観光資源を創り出すことが不可欠である。

そのため、東京で大きなポテンシャルを持つ水辺空間に賑わいを生み出

すほか、東京の治安の良さを生かして、夜の外出の魅力を高めることを

目指し、建造物や自然をライトアップによって観光資源として活用する

ことや、様々なナイトライフ観光を促進することが必要である。 

 

 

   

 

 

 

 

 

○ リヨンでは、毎年 12 月の４日間、光の祭典を開催し、街中で 70 から 80 の

光の作品を展示し、300 万人にも上る観光客が訪れると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（歴史的建造物のライトアップ） 

 

 

（水辺を活用したナイトライフ） 

 

 

＜パリの事例＞ ＜シンガポールの事例＞ 

（写真提供：シンガポール政府観光局） 

現状と課題 

コラム 

＜リヨン中心部の広場のライトアップ＞ 

＜建物のプロジェクションマッピング＞ 

ライトアップの活用による観光客誘致の取組（フランス・リヨンの例）  
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（アニメ・マンガ等のコンテンツの活用） 

○ アニメ関連産業が集積する東京には、「クールジャパン」として注目さ

れるアニメやマンガ等のコンテンツ関連の資源が数多く存在している。

こうした外国人旅行者を惹きつけるコンテンツを観光資源として活用し、

旅行者の誘致に結びつけるとともに、国内外への効果的な情報発信を行

うことが重要である。 

（都内の観光資源の更なる活用） 

○ 地域で観光のスポットやルートを生み出す主体的な取組を支援すると

ともに、その観光地としての定着に一定の期間が必要な場合には、年度

を越えた継続的な支援を行うことが課題となっている。また、自治体も

地元ならではの様々なテーマを生かした観光振興を図る取組のレベルを

高めていくことが重要となっている。 

○ 巨大な公共インフラなどを見学してその役割の重要性を学ぶツーリズ

ムのニーズが高まり、全国各地でも取組に力を入れている中で、都でも

様々なインフラを生かして観光振興に結びつけることが課題となってい

る。 

 

 

 

 

 

（多摩・島しょ地域の観光振興の取組への支援の充実） 

○ 多摩・島しょ地域への旅行者の誘致を推進するため、より効果の高い

観光ＰＲを展開することが重要となっている。また、多摩・島しょ地域

の特色である自然や農林水産業などを生かした観光ツアーを増やしてい

くことや、国の国立公園を活用した観光振興の動きなどに合わせ、都と

しても新たな誘客の取組を行うことが必要となっている。 

 

＜染めもの体験のモニタ―ツアー＞ 

（新宿区） 
＜隅田川に架かる橋＞ 
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○ 多摩や島しょ地域では、限られた時間の中で観光スポットを周遊でき

る交通の仕組みを作り上げることが必要である。また、移動手段として

バスやタクシーのほか、自転車などの効果的な活用を図るべきである。 

○ 多摩地域の商工団体や観光団体などをはじめとする様々な民間団体が

力を合わせて自治体の区域を越えて観光の資源やルートを開発すること

が重要になっている。 

○ 島しょ地域への誘客を進めるため、島しょ地域を訪れるインセンティ

ブを導入するとともに、観光振興が地元経済の活性化につながる仕組み

を作り上げていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

（観光関連団体への更なる支援の必要性） 

○ 地域の観光協会などの多様な力を高めるため、様々な知識やノウハウ

のほかマンパワーの提供を行うことが重要となっている。また、観光協

会などがそうしたサポートによって作り上げた計画を効果的に実現でき

るような下支えも必要になっている。 

   

 

 

 

 

  

＜豊かな自然（高尾山）＞ ＜世界遺産（小笠原）＞ 

＜墨田区観光協会ホームページ＞ ＜うえの桜まつり＞ 

（上野観光連盟ホームページ） 

＜豊かな自然（高尾山）＞ ＜世界遺産（小笠原）＞ 
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（水辺の賑わいの創出） 

 東京の河川や運河などの水辺空間をより一層活用するため、地域の観光

関連団体等が行う舟運の活性化や船着場の賑わい創出などに向けたハ

ードとソフト両面の取組に対する支援の充実を図る。また、水辺を活用

したイベントなど様々な情報を集めて発信するポータルサイトの設置

を進める。 

 ＜運河を活用したｴﾚｸﾄﾘｶﾙﾎﾞｰﾄﾊﾟﾚｰﾄﾞ＞ ＜自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞと連携した水辺ｲﾍﾞﾝﾄ＞ 

 

 

 

 

（ライトアップによる演出への支援） 

 都内の建造物をライトアップすることで、観光面での魅力を引き出して

集客につなげる取組を支援する。また、ライトアップによって春や秋の

地域独自の自然などを観光資源として活用し、集客を行う取組をモデル

的に支援する。さらに、夜間の景観が美しいスポットを紹介するマップ

を作成することなどの発信を効果的に進めていく。 

    ＜東京駅のライトアップ＞      ＜六義園の紅葉のライトアップ＞ 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度の主な施策展開 

（写真提供：ＪＲ東日本） 

（写真提供：江東区観光協会） 
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（ナイトライフ観光の充実） 

 東京での夜間の時間帯の観光を楽しめるよう、都内のナイトライフのモ

デルルートを作成するとともに、海外に向けて効果的にナイトライフの

情報発信を行う。 

＜ナイトライフ観光の例＞ 

        ＜夜景観賞＞         ＜ナイトクルーズ＞  

 

 

 

 

（地域や文化に着目した観光資源の活用） 

 地域の魅力的な観光資源を活用するアイデアを旅行事業者など民間の

ノウハウを使ってツアーやイベントとして実施することに加え、複数年

度に渡って継続的な支援を行うなどサポートの充実を図る。 

＜事業イメージ＞ 

 

 

 

 伝統・文化や産業等をテーマとして地元の魅力ある観光資源を活用した

区市の取組に対して、それぞれの事業のスケールを広げることのできる

よう支援の充実を図る。 

   ＜モニュメントの設置＞         ＜橋のライトアップ＞ 

 

 

 

 
（写真提供：江東区広報広聴課） 

（写真提供：（公財）東京観光財団） （写真提供：（公財）東京観光財団） 

地域の
観光関連団体等 東京都

地域の観光資源を活用する
アイデアを提案 事業実施者

（旅行会社、
ｲﾍﾞﾝﾄ会社等）

委託

ツアーやイベント等の実施

複数年度に渡って
継続的に支援
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 外国人の関心が高いアニメやマンガなどのコンテンツを活用して観光

振興を行う区市町村や地域の取組をソフトとハードの両面から支援す

る。また、国際アニメーション映画祭である「東京アニメアワードフェ

スティバル」への支援や、アニメ制作に関する貴重な資料の展示、アニ

メに関連するスポットのツアー等を通じ、世界に誇る日本のアニメ文化

を国内外へ発信する。

 都内のダムや橋等の公共インフラを活用して観光ルートを作り、優れた

東京の技術力などを広く伝えていくため、インフラツーリズムの推進に

向けた一層の取組を図る。

（多摩・島しょ地域の観光支援強化に向けた取組）

 多摩や島しょへの観光振興を図るため、旅行者の興味の度合いに応じて

地域の特色のある観光情報を様々な媒体を活用して、効果的に発信して

いく。

＜漫画家ゆかりの地めぐり＞ ＜東京アニメアワードフェスティバル＞

＜ダムの見学＞ ＜橋の下を船で見学＞

＜ 島旅＆山旅サイト＞
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 外国人に人気の高い農業体験や自然を生かした多摩・島しょを訪問する

観光ツアーを作る取組や、その販売に対して支援を行う。また、多摩や

島しょ地域に広がる自然公園を活用して旅行者の誘致に結びつけてい

く。 

＜事業イメージ＞ 

 

 

 

 

 島しょ地域の新たな観光のあり方として、婚活等を目的として船で島し

ょを巡るツアーの販売を進めるため、民間事業者の取組を後押しする。 

＜事業イメージ＞ 

 

 

 

 

 多摩や島しょ地域で各々に離れた場所にある観光スポットを効率的に

巡ることのできる交通ネットワークの充実に向けて、モニターツアーや

実証実験を行う。また、観光スポット間の移動手段として、電動アシス

ト自転車の導入を支援していく。 

 

 

 

 

 

 

＜モニターツアー（八丈島）＞ ＜実証実験（奥多摩）＞ 
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 多摩地域での観光振興を効果的に進めるため、商工関連の団体をはじめ

とする観光協会や商店街などが協議会を設けて観光振興の企画を検討

し、その実現を図る取組をサポートする。 

 

 

 

 

 

 

 島しょ地域の観光振興に向け、来訪者による地元への消費を喚起する仕

組みを作り上げるとともに、島同士が競い合いながら誘客に工夫を行う

取組を後押ししていく。 

 

 

 

 

（地域の観光関連団体の活動の強化） 

 観光関連団体の取組に対して観光振興の専門家や観光分野を専攻する

学生をインターンとして派遣してアドバイスなどを行うとともに、新た

な観光協会の設立に対しても支援を行う。 

 

  

＜協議会のイメージ＞ 

＜学生インターンの仕組み＞ 

＜東京島めぐり PASSPORT＞ 
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（３）観光プロモーションの新たな展開

外国から東京を訪れる旅行者を増やすため、旅行地としての東京の

魅力を効果的に発信することを目指して、海外の国や地域ごとの特性

や消費活動の特色に着目しながら、観光面で集客力のある都市との協

力やイベントの活用などによるＰＲ活動を行う。また、将来に向けて

東京への来訪が期待できる海外の若い世代への働きかけも行う。

く

基本的な考え方

○ 将来の成長が期待できる国や地域からの旅行者の確保に向けたＰ

Ｒを行いながら、新規に宣伝活動が必要となるエリアを調べて外国人

旅行者を東京に積極的に取り込んでいく。また、これまでの宣伝の効

果が継続する工夫を適切に行う。

国・地域に応じた 活動

集客力のある都市との協力等

○ 観光客の誘致では評価の確立している世界の都市の力を活用する

ほか、東京のＰＲの絶好の機会となる規模の大きなイベントなどでの

効果的な宣伝を行う。

富裕層の誘致

○ 都内での大きな消費が期待できる富裕層の来訪に向けた対応を進

めるとともに、東京への来訪に不可欠となる交通ルートの整備につい

て都を挙げた取組を図る。

訪日教育旅行の誘致

○ 東京の魅力を外国の若い世代が理解して将来の観光地としての来

訪に結びつける取組を着実に進めていく。
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（東京の魅力の発信と多様な旅行者誘致の展開） 

○ 東京の旅行地としての魅力を効果の高い手法で海外に発信し、その浸

透を図ることが重要となっている。そのため、国や地域ごとに旅行者の

特性に応じた東京の魅力のＰＲと多様な形での旅行者誘致活動（プロモ

ーション）を進めることが必要となっている。 

（旅行者数の大きな伸びが期待できる国・地域への取組） 

○ 経済成長などにより旅行者数の大きな伸びが期待できる国や地域につ

いて、これまでのアジアのほかの国やエリアに対するプロモーション活

動の必要性などを調べていくことが必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（観光ＰＲの効果の継続） 

○ これまで旅行者の誘致活動に取り組んできた国や地域において、その

効果を継続させていくため、現地に配置した東京観光レップを活用する

とともに、旅行博への出展によるＰＲの取組も展開する。 

 

 

 

 

 

 

＜観光プロモーション（フィリピン・マニラ）＞ 
＜街頭ビジョンでのＰＲ 

     （アメリカ・ニューヨーク）＞ 

現状と課題 

＜旅行事業者に対する観光情報の提供 

（東京観光レップ）＞ 
＜欧米豪地域の旅行事業者との商談会＞ 
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（より多くの消費が期待できる旅行者の誘致） 

○ 観光で来訪した際の滞在期間が長く、多くの消費が期待できる富裕層

の誘致に向けて、欧米のエリアで効果の高いＰＲ活動を積極的に行うと

ともに、東京を快適に観光してもらえるよう受入体制の充実を図ること

が必要である。 

（国内外に向けた多様な発信） 

○ 海外に向けて東京の観光の魅力の浸透を図るため、既に観光地として

の評価が確立した様々な外国の都市と連携し、相互に各々の魅力を効果

的にＰＲするとともに、世界各国からの関心が高い大規模なイベントの

機会を生かした多様な発信が必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（将来の旅行者確保に向けた教育旅行の受入促進） 

○ 若年層の異文化に対する理解やコミュニケーション能力の向上が必要

となる中、外国から東京を訪れる教育旅行を増やすことで、同世代が交

流する機会をつくり、将来的な旅行者をリピーターとして東京に迎え入

れるための取組を進める。 

 

  

＜アジア都市との相互観光 PR＞ 

（ジャカルタ） 

 

 

（台北） 
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（海外に向けた東京の魅力の発信の強化） 

 東京の持つ都市としての魅力をより印象

的に海外に向けて発信するため、東京を

象徴する新たなアイコンとキャッチフレ

ーズを作成し、その活用を進めていく。 

 

（新たな国や地域での観光プロモーションの戦略的な展開） 

 今後の訪日旅行者数の増加が特に期待で

きるロシアにおいて、新たに観光プロモ

ーションを行い、現地の旅行事業者やメ

ディアを対象に商談会や観光セミナーを

実施して、東京への観光ツアーの増加を

図る。また、今後の東京への旅行者の増

加が見込まれる国や地域を選定するため

のマーケティング調査を行い、これから

のプロモーション活動に役立てる。 

（欧米豪地域等からの旅行者の誘致） 

 これまで誘致活動に取り組んできた国や地域において、その効果を継続

させていくために、東京観光レップによる旅行事業者やメディアに対す

る日常的な働きかけに加え、現地の広告等を効果的に活用したＰＲや旅

行博への出展など国や地域の特性に応じた誘致活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

＜旅行博出展＞ 

  

 

  

平成 29 年度の主な施策展開 

＜東京観光レップによる広告（パリ）＞ 

＜海外での新聞の発信（ミラノ）＞ 
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<商談会の風景> <ILTM ジャパン オープニングフォーラム> 

（富裕な旅行者層の誘致） 

 欧米地域などからの富裕な旅行者を誘致するため、富裕層向けの旅行商

談会である「ＩＬＴＭ」への出展のほか、各国に設置した東京観光レッ

プが、富裕層の観光面での特性を捉えたプロモーションを行う。 

 富裕層の観光のニーズを調査するとともに、その具体的な情報を入手す

るため、富裕層に特化した旅行会社等が加盟する Virtuoso 等の国際組

織への加盟に向けた取組を進めていく。 

 欧米の諸都市で富裕層の観光面でのニーズ等を調査し、東京への訪問の

際に言葉やサービスなどで的確な対応のできる都独自の通訳ガイドの

仕組みづくりを検討する。 

 観光ＰＲなどにより欧米等から訪れる富裕な旅行者が利用するビジネ

スジェットの受入体制の強化をはじめとする、様々な利便性の向上など

について、国への働きかけを進めていく。 

 

 

○ ILTM(International Luxury Travel Marketing)は、ロンドンに本部を置く

Reed Travel Exhibitions 社が主催する富裕層向けの旅行商談会です。毎年

12 月にカンヌで開催され、世界各国から 3,000 社以上の事業者が参加します。

2013 年からは日本でも分科会が開催され、2016 年は東京で開催されました。 

 

 

 

 

○ Virtuoso は、富裕層に特化したサービスを行う、北米、南米、オセアニア

の旅行会社及び個人コンサルタントからなる組織です。毎年、加盟各社等を対

象とした「Travel Week」という世界会議を開催し、情報交換や Virtuoso が

実施した富裕層旅行に関する調査結果の発表などが行われています。 

 

コラム 富裕層の誘致に向けた取組（ILTM、Virtuoso） 
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（世界有数の国際観光都市との相互ＰＲ） 

 パリやニューヨークなどに代表されるような国際観光都市との連携を

深め、相互に協力してＰＲを行うことで、東京の観光地としてのイメー

ジと認知度を高め、旅行者の増加に結びつけていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国際的なビッグイベントの活用） 

 世界に向けて東京の観光の魅力をより効果の高い形で発信するため、東

京 2020 大会の開催に対して、世界から注目が集まる状況を活用し、世

界的なＣＭ展開、オンライン広告の掲出のほか東京観光レップを活用し

たプロモーションを実施する。 

 平昌で開催される冬季オリンピック・パラリンピックを活用し、現地の

様々な媒体を使ったＰＲを行い、東京 2020 大会の開催と観光での来訪

について関心を高めながら、東京の旅行地としての魅力を効果的に発信

していく。 

（有望な国・地域における訪日教育旅行の積極的な誘致） 

 日本の文化や言葉を学ぼうとする意欲

が高く、訪日教育旅行の増加が期待でき

るオーストラリアなどの国や地域にお

いて、現地の教育機関に対する積極的な

誘致活動を実施する。 

  

＜パリ市との相互観光ＰＲ＞ 

パリ市内に掲出した東京都のＰＲポスター 都営バス停留所に掲出したパリ市のＰＲポスター 

＜訪日教育旅行促進 商談会（台湾）＞ 
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（４）ＭＩＣＥ誘致の新たな展開

ＭＩＣＥの誘致について、国際的な競争が激しさを増す中で、東

京の魅力を引き出すための態勢づくりや対応方法のレベルを引き上

げるとともに、外国企業による会議の開催など、国際会議以外の分

野にも力を入れていく。また、多くの外国人参加者が見込まれる国

際会議等を都内で生み出す対応も進める。

基本的な考え方

○ ＭＩＣＥの誘致や開催を東京の様々な力を合わせて総合的に展開

するための仕組みを生み出して効果の高い施策を進めていく。

都市としての協力態勢の強化

外国企業の会議や報奨旅行の誘致

○ 外国企業が主催する会議や報奨旅行などを東京に呼び込むための

様々な施策のレベルを確実に高めていく。

受入環境の充実

○ ＭＩＣＥ開催の基礎となる会場機能のレベルの維持と向上を図る

とともに、様々な施策の利用方法を見直して東京の魅力を生かすレセ

プションの開催などに結びつけていく。

東京での国際会議等の創出

○ 将来のＭＩＣＥ誘致の対象として有利な形で開催を実現すること

のできる国際会議などを東京で作り出していく。
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（ＭＩＣＥ関係者が連携できる仕組みの構築） 

○ ＭＩＣＥ誘致を効果的に進めるためには、行政だけでなく、関連事業

者や地域団体など様々な主体が連携して誘致や開催に取り組むことが必

要であり、こうした多様な主体が総合力を発揮できる仕組みづくりが課

題となっている。 

 

 

 

 

 

 

（ＭＩＣＥ施設等の受入環境の向上） 

○ ＭＩＣＥを巡る厳しい国際競争に勝ち抜くためには、会場となる施設

等の更新や機能向上を着実に進めて、受入環境の維持や充実を図ること

が重要となっている。また、都立の美術館や庭園などを会議後のレセプ

ション会場として利用するユニークベニューの充実を図ることも必要で

ある。 

（都心部以外の地域におけるＭＩＣＥ開催の環境整備） 

○ 現在、東京でのＭＩＣＥの開催は会議場やホテルなどの関連施設が集

積する都心部が中心となっており、今後は多摩地域など都心部以外の地

域でもＭＩＣＥ開催の環境整備を進めていくことが課題となっている。 

 

 

 

 

現状と課題 
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（報奨旅行等の誘致・開催に向けた支援の充実） 

○ ＭＩＣＥの中で報奨旅行や企業系会議の誘致・開催に向けた支援につ

いては、海外競合都市における対応が進んでおり、都としても一層の施

策の強化を図ることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

（国際会議等の支援対象の拡大） 

○ 既存の国際会議等を誘致するだけではなく、国際会議等を新しく設立

して東京での開催を図るような動きについても適切な対応を進めていく

ことが課題となっている。 

 

 

 

  

＜報奨旅行時のアトラクション提供＞ ＜報奨旅行の事前視察（八芳園）＞ 
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（官民一体のＭＩＣＥ連携推進協議会の設置） 

 ＭＩＣＥ誘致を効果的に進めるため、東京観光財団が中心となり、東京

都や国、政府観光局、民間事業者、地域の団体、主催者などの関係主体

の協力による「東京都ＭＩＣＥ連携推進協議会（仮称）」を新たに設置

する。 

 

 

 

 

 

 

 

（ＭＩＣＥ施設に対する受入環境整備を支援） 

 国際会議等の会場となる会議施設やホテル、大学などの施設機能の強化

を図るため、Ｗｉ-Ｆｉやデジタルサイネージ、高解像度プロジェクタ

ー、同時通訳システムなどの設備の導入や充実等を支援する。 

 

 

 

 

 

 

（主な役割） 
○ 誘致・開催に関する情報共有 ○ 具体的な連携に向けた取組の推進 
○ ＭＩＣＥの意義や重要性の普及啓発  など 
 

＜連携推進協議会のイメージ＞ 

＜ＭＩＣＥ開催に必要な施設機能（例示）＞ 

平成 29 年度の主な施策展開 

tokyokanko_054-063.indd   51 2017/03/03   20:29



52- 52 - 
 

（ユニークベニューの実施に向けた支援）

 美術館や博物館、庭園などの都立施設の中で、ユニークベニューとして

の利用が可能な施設をモデル実施の場所として選定し、ＭＩＣＥ開催時

に主催者がレセプション会場等として活用できるよう様々なルールを

緩和するとともに、その利用の促進に向けたＰＲを強化する。また、都

庁舎を活用したプロジェクションマッピングなどを実施し、特別感の演

出を図る。

 都内でユニークベニューとして活用できる施設を増やしていくため、利

用が見込まれる民間の文化施設や歴史的建造物などについて、引き続き、

利用の可能性を調査するとともに、レセプション等の開催に求められる

設備の導入や施設改修等の必要性についても新たに調査を実施する。

ロンドン自然史博物館 日本科学未来館 

＜同時通訳システム＞＜プロジェクター＞

（観光庁 ユニークベニューHANDBOOK）
（国際会議のレセプション）

＜国内外のユニークベニューの例＞

＜平成２９年度のモデル実施施設（都立８施設）＞
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○ 都市が有する歴史的な建造物や文化施設などを、ＭＩＣＥ開催後のレセプシ

ョン会場等として活用する“ユニークベニュー”の取組は、海外都市では積極

的に行われています。 

○ ヴェルサイユ宮殿やルーヴル美術館などを有するパリは、ユニークベニュー

の取組が進んでいる都市の一つです。閉館後の夜の時間帯に民間企業等に対し

て特定のスペースを貸し出し、パーティーや貸切の見学会を実施するなど、特

別感を演出しています。 

○ パリにおけるユニークベニューの取組は、国や市からの補助金が減少した

1980 年代に、各施設が独自の財源を確保するために始まったと言われていま

す。貸出により得た収益は、所有する文化財の保護や修復等に充てることがで

き、施設の付加価値を高めることにつながるため、施設によって、深夜１時ま

での利用や美術品を鑑賞しながらのパーティーを可能とするなど、工夫を凝ら

した取組が行われています。 

 

  

 

 

 コラム 

戦闘の回廊 十字軍の間 

＜ルーヴル美術館＞ 

 

＜ヴェルサイユ宮殿＞ 

ユニークベニューの取組（フランス・パリの例） 

©EPV

© Paris Tourist Office-Marc Bertrand-Ieoh Ming Peïn 

©EPV

ナポレオンホール 
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（多摩地域におけるＭＩＣＥ開催の拠点の育成） 

 多摩地域においてもＭＩＣＥの開催を増やしていくために、ＭＩＣＥの

受入体制強化に向けた地域の取組を支援するとともに、それらの誘致や

開催に関するノウハウや情報を提供していく。その際、多摩地域での開

催に伴う課題に対応するため、人材育成に対する支援の強化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（報奨旅行等の開催時の支援の強化） 

 海外企業が行う報奨旅行や会議の開催への支援を強化するため、支援の

対象とする報奨旅行等の範囲を広げて、より小規模の旅行等に対して新

たな支援を行っていく。 

 報奨旅行等が開催された際に外国人参加者に対して提供する日本の魅

力を体験できる様々なアトラクションについて内容の充実を図るとと

もに、引き続き、外国人参加者を惹きつける新たなメニューの開発に取

り組む。 

 

＜支援のイメージ＞ 

ノウハウ・ 

情報提供 

財政支援 

都の支援 
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（立上げ型国際会議等に対する支援） 

 海外から多くの参加者が見込まれる国際会議や国際イベントを新たに

東京で立ち上げて開催を図る取組について、その準備からＰＲ活動、開

催時の会場確保等に至るまで、総合的な支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜開催時に提供するアトラクションの例＞ 

和太鼓パフォーマンス       寿司握り体験   

＜支援スキームの例（2019 年の開催に向けて 2017 年から準備）＞ 
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（５）外国人旅行者の受入環境の向上

海外から東京を訪れる旅行者に良質で優れた観光案内のサービス

を提供するとともに、旅行者の持つ文化的な背景などにも十分に配

慮し、安心で安全な旅行環境を整える。また、障害者や高齢者を含

めた様々な旅行者が快適に観光のできる基盤を作り上げる。

く

基本的な考え方

○ 都内の各地域にある観光案内所の力を合わせて総合的な対応のレ

ベルを高めるとともに、観光案内の拠点を増やしてサービス提供をよ

りきめの細かいものとする。また、ＩＣＴ機器を通じた観光情報の発

信やボランティアによる対面での観光案内の力を高めていく。

観光案内サービスの向上

観光面での安全と安心の確保

○ 海外からの旅行者が災害時や緊急の事態において、安全性を確保で

き安心して滞在できる仕組みをハードとソフトの両面から作り上げ

ていく。

異なる文化への理解

○ 外国人旅行者の多様な文化や習慣にも十分に配慮した対応の力の

ある観光関連の事業者を増やしていく。

障害者や高齢者等の観光の推進

○ 障害者や高齢者などが積極的に東京での観光を楽しむことのでき

る機運や仕組みを生み出すための様々な対応を進めていく。
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（観光案内体制の充実） 

○ 外国人旅行者が都内を安全・安心かつ快適に観光できるよう、これま

で以上に観光案内を行う体制の充実を進めることが不可欠である。特に、

観光案内所では、観光情報提供の充実に加えて、手荷物の預かりなどを

含めてより一層の良質なサービスの提供が必要となっている。 

（観光案内所の連携） 

○ 都内の様々な観光案内所が連携して情報発信の充実に取り組むととも

に、区部以外のエリアでの観光案内機能のより一層の拡充が不可欠とな

っている。 

（観光ボランティアの活用） 

○ 海外から東京を訪れる外国人旅行者に、きめの細かい観光案内ができ

るよう、ボランティアの活用をより一層効果の高い形で進めていくこと

が不可欠となっている。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜観光情報センター バスタ新宿＞ 平成 28 年 4 月開設 

現状と課題 
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  区部 市部 町村部 島しょ部 合計 

 観光情報センター 4 － － － 4 

 観光案内窓口 101 32 4 11 148 

 合計 105 32 4 11 152 

 （比率） (68.9%) (21.2%) (2.6%) (7.3%)   

 

 

（情報通信技術の活用） 

○ 旅行者による情報通信機器を利用した観

光情報の収集が広がる中で、様々なＩＣＴ

の技術の活用を図るとともに、情報として

提供するコンテンツの充実を着実に進める

ことが重要となっている。 

（異なる文化・習慣への理解） 

○ 海外からの旅行者の増加に伴って、日本とは異なる文化や習慣を持つ

外国人への理解を深め、その特性などを尊重しながら、日本の生活習慣

やマナーに関する説明などを確実に行って、宿泊時などのトラブルの発

生を抑えていくことが重要である。 

（都市や宿泊施設における安全・安心） 

○ 世界各国から東京を訪れる旅行者に対して、観光を楽しむ上での前提

となる都市や宿泊場所などの安全性や安心感が何よりも優先されること

を踏まえて、それらの確保に向けた適切な対応が不可欠である。 

（誰もが安心して観光を楽しめる環境づくり） 

○ 障害者や高齢者などが気軽に旅行に出かける機運を醸成するとともに、

街なかでの移動や交通機関の円滑な利用を確保する取組を進める必要が

ある。 

 

＜都が設置している 
デジタルサイネージ＞ 

＜都内における観光案内機能の整備状況（平成 28 年 12 月現在）＞ 

 

 

（単位：箇所） 

※観光案内窓口は上記のほか、成田市に５か所設置 
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（観光スポットにおけるベンチの充実） 

○ 旅行者にとって快適な受入環境を整備するため、観光スポットにおけ

るベンチの数をどの程度まで確保するのが適切かなどについて検証を行

うことが必要となっている。 

（クルーズ客船の受入） 

○ 東京港は大型化するクルーズ客船を受け

入れるための施設機能が不足しているほか、

クルーズ客船の寄港地としても十分には知

られていないため、受入能力の向上とＰＲ

の強化が必要である。 

  

＜晴海客船ふ頭＞ 
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（観光案内機能の強化・充実） 

 都内の観光案内所について、デジタルサイネージや多言語コールセンタ

ーサービスの導入などにより観光情報提供の充実を図り、より一層の良

質なサービスの提供を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都内の様々な観光案内所が相互にネットワークを組み、観光情報やノウ

ハウを共有しながら、より充実した情報発信を行う仕組みを構築し、旅

行者に質の高いサービスを提供する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

表示内容 

＜「観光情報センター バスタ新宿」でのサービス展開＞ 

手荷物預かりサービス          旅行商品の販売 

＜観光案内所相互の情報共有のため設置する卓上型デジタルサイネージ＞ 

平成 29 年度の主な施策展開 
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 都心から東京の各地域への送客を強化する取組の一環として、多摩地域

に新たな観光情報センターを整備し、観光案内機能の向上を図る。 

 多様化する外国人旅行者のニーズに対応し、観光案内をより効果的かつ

きめ細かく行うため、街なかでの観光案内やガイドサービスの充実を図

るとともに、ボランティア活動に必要な能力の向上と中核となる人材の

育成を進める。 

 

 

 

 

 

 

（ＩＣＴの活用による情報発信の強化） 

 外国人旅行者のＩＣＴ活用による観光情報の入手や発信が進む中、無料

Ｗｉ-Ｆｉを使うことのできる場所やデジタルサイネージの利用が可能

な箇所を拡大する。また、デジタルサイネージの情報を利用者がスマー

トフォンなどに取り込んで活用する仕組みの充実を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜観光ボランティア研修＞ 

外国人とのコミュニケーション等を有識者から学ぶ       日頃の活動等についての意見交換 

無料Wi-Fiサービスの提供 

デジタルサイネージから 

離れてもコンテンツが利用可能 
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問合せ・対応 

＜旅行者向け多言語コールセンターサービス＞ 

＜ムスリム受入対応セミナー＞ 

（新たな観光アプリの開発） 

 海外から数多くの旅行者が訪れる代表的な観光スポットやイベント等

に関する情報を一層充実するほか、個々の外国人の特別な興味や関心な

どに対応した文化や芸能等の内容を紹介できるアプリにより、総合的で

一覧性のある発信の仕組みを作り上げる。 

 観光の質を高めるための情報を発信するため、都内の伝統文化である祭

りや新しい楽しみ方としての舟運や観光タクシーなどのコンテンツに

ついて発信するための仕組みを作り上げていく。 

（多様な文化・習慣への理解促進） 

 観光に関連する事業者が、外国人旅行者に対

し、ハラールなど多様な文化や習慣について

理解を深め、きめ細かな対応ができるよう、

セミナーや専門家の派遣による支援を行う。 

（安全・安心の確保） 

 東京の街なかを安心して観光できるよう、病気や怪我など困難に直面し

た外国人旅行者に対してコールセンターを活用してサポートし、様々な

問い合わせにも的確に対応できる態勢をつくる。 

 

 

 

 

 観光面での安全・安心を確保するため、宿泊施設での防犯カメラの設置

を進める。また、緊急・災害時において、観光事業者が外国人旅行者に

対して適切な対応ができるよう「災害時初動対応マニュアル」を改訂し

て、その効果的な活用を広げていく。 

 

 

＜想定する災害の種類＞  

tokyokanko_064-074.indd   62 2017/03/03   20:34



63
- 63 - 

 

（アクセシブル・ツーリズムの充実） 

 障害者や高齢者等が積極的に外出して、様々な交通機関を快適に利用し

ながら旅行などを行う、アクセシブル・ツーリズムの充実に向けて、鉄

道やバスに加え、公共空間等も含めて幅広くユニバーサルデザインの導

入やバリアフリー化を進める。 

 

 

 

 

 宿泊施設を安心感を持ち円滑に利用できるように、これまでの施設改修

に加えて、備品の購入によるバリアフリー化を対象として拡大し、受入

環境の整備を促進する。 

 

 

 

 

 

 障害者や高齢者等が快適に観光を行うためのツアーを作る場合に生じ

る個別の課題や問題点の解決に役立つサポートの充実を図る。 

 障害者や高齢者などの観光への配慮や思いやりの心を醸成して、主体的

にサポートをする機運を広く生み出すため、都民や観光事業者等を対象

としたシンポジウムを開催し、普及啓発を効果的に推進する。 

 

 

 

 

＜リフト付観光バス車両（乗降用リフト装置と車内）＞ 

＜施設改修の事例 
（客室の段差解消及び手すりの設置）＞  

＜シャワーチェア 
（入浴補助具）＞ 

＜アクセシブル・ツーリズムの取組例＞  
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○ アクセシブル・ツーリズムとは、障害者や高齢者など、移動やコミュニケー

ションにおける困難さに直面する人々のニーズに応えながら、提供する旅行の

ことをいい、海外では取組が進んでいます。 

○ アメリカでは、1990 年に ADA 法  

（障害を持つアメリカ人法）が制定さ

れ、交通機関やホテル、公共施設などで

のバリアフリー対応がされています。中

でもハワイではバリアフリー対応が進ん

でおり、ビーチ走行可能な車いすのレン

タルサービスも提供されています。 

○ イギリスのロンドンでは、バスは車イ

ス対応が多く、タクシーは車イスごと乗

り込めます。National Rail（英国鉄道）

では、高齢者用、障害者用の割引カード

を発行しており、これは介護者にも適用

されます。割引による収入減は、障害者

の利用増とカード売り上げで相殺され

ると考えています。 

 

 

 

（観光スポットにおけるベンチの設置状況等の調査） 

 快適な受入環境の実現に向けて、旅行者が観光スポットを巡る際に利用

できるベンチの設置状況等を調査し、必要な対応を検討する。 

（クルーズ客船の誘致促進） 

 クルーズ客船の東京への寄港を増やすため、2020 年までに新たな客船

ふ頭を整備するとともに、海外旅行博やウェブサイト等で東京と東京港

の魅力を効果的に発信していく。 

 

 

 コラム 

＜バス内の車いす用スペース（ロンドン）＞ 

＜車いすが利用できる観光バス（ハワイ）＞ 
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（６）日本各地と連携した観光振興

基本的な考え方

○ 東京が日本の各地域と連携して海外から旅行者を誘致することの

できるよう、全国の様々な自治体との協力の仕組みの充実を進めてい

く。

日本各地との連携の強化

基礎的自治体の間での協力

○ 都内の自治体が全国の市町村と協力して旅行者の誘致を進める動

きを確実に生み出していく。

情報の発信

○ 日本各地の魅力を東京に居ながらにして理解して、都内から他の道

府県に出向く流れを生み出すことのできるＰＲを進めていく。

東京と全国の各地域が協力して、海外からの旅行者の誘致を進めると

ともに、東京が日本への旅行者にとっての玄関口として様々なエリアに

送客を行う基点となるゲートウェイの役割を適切に果たしていく。
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（日本各地と連携した誘致活動の拡大） 

○ 世界各国から日本を訪れる外国人旅行者が急増する中、東京と日本各

地による外国人旅行者誘致をするための協力の仕組みを充実するととも

に、東京を訪れた外国人旅行者を日本各地に送客するゲートウェイの役

割の強化を図ることが必要となっている。また、基礎的自治体のレベル

で相互に連携した観光振興を進める動きを後押しすることも重要となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

（ＭＩＣＥの開催効果を日本各地に波及） 

○ ＭＩＣＥのうち外国企業の報奨旅行の誘致について、札幌市、石川県、

京都市、福岡市の４県市と連携を図るとともに、こうした取組について

連携の対象となる都市を増やすことにより施策の一層の充実を図ること

が課題となっている。 

○ また、国際会議で東京を訪れる外国人参加者を他都市に送客することで、

ＭＩＣＥの開催効果を日本各地に広めていくことが必要となっている。 

（東京から全国の魅力を効果的に発信） 

○  海外からの旅行者が東京から全国各地に出向くように、各々の地域の

魅力的な観光資源や伝統文化、特産品などの情報を幅広く多様な媒体を

活用して発信し、取組の効果を高めていくことが重要となっている。 

 

＜台東区と福島県南会津町との連携＞ 
（まるごと南会津観光 PR フェア） 

上野恩賜公園内で南会津町の観光ＰＲを実施 

＜ALL JAPAN & TOKYO プロジェクト＞ 
（日本各地と連携した外国人旅行者誘致） 

 

 

地方連携参画型広域プロモーション 

 

       
現状と課題 
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（日本各地と連携した誘致活動の拡大への取組） 

 外国人旅行者を誘致するため、東京と各地域が連携して実施している取

組の対象エリアについて、東北、中国・四国に加え、九州にも拡大して

いく。また、熊本地震等の直後から開始した被災地との連携を継続して

進めていく。 

 様々な自治体がネットワークを作り実施している旅行者誘致の取組に

対して、新たに沖縄県等と協力するなど、都も参加する事例を増やし、

日本各地と連携した観光振興を着実に進めていく。 

 外国人旅行者による国内の広域的な周遊を促進するため、新たに世界遺

産として登録された国立西洋美術館を活用するなど、東京とその周辺を

巡る観光ルートを作り上げそのＰＲも実施する。 

 外国人旅行者が都内に居ながらにして、容易に各地の魅力に触れる機会

を増やすため、都内で開催される物産展やアンテナショップのイベント

情報などを一つのサイトに集約して外国語で情報発信する取組を進め

る。 

 都内と日本各地の市町村が、友好都市や姉妹都市などのつながりを生か

して実施する観光面での取組への都としての支援を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ALL JAPAN & TOKYO プロジェクト＞ 
（日本各地と連携した外国人旅行者誘致） 

 

東京から日本の魅力新発見 

平成 29 年度の主な施策展開 
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（都市間連携によるＭＩＣＥ誘致の推進）

 ＭＩＣＥ開催都市として魅力を有する名古屋市、沖縄県と新たに連携を

図り、東京とそれぞれの都市を巡る報奨旅行の誘致に向けて協力してプ

ロモーション活動を行うとともに、都内で開催された国際会議の参加者

をそれぞれの県市に送客する。

（観光情報センター等を活用した情報発信）

 都内の観光情報の発信の拠点を通じ、外国人旅行者に向けて東京を基点

とする日本各地への観光ルートやアンテナショップなどの多様な情報

の提供を進めていく。

＜周遊型報奨旅行誘致のイメージ＞

地方連携参画型広域プロモーション
 

④事業実施同意
（協定書等締結）Ａ県（幹事県）

Ｂ県 Ｃ県

東京都

②Ａ県から連携参加
の依頼 要請

⑤枠組みへの参加
招聘、プロモーション等招聘、プロモーション等

①既存の枠組み

③参画判断

○実施内容
実施体制
役割
費用負担 等
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